
日本共産党船橋市議団ニュース
2025年 2・3月  No.244
日本共産党船橋市委員会
船橋市二和東 6ー 41ー 20
TEL.047（440）5240
市議団控室【船橋市役所内】
TEL.047（436）3030
FAX.047（420）7201

弁護士と議員が相談を受けます
労働相談も受けています

中央公民館（予定）
（部屋は１Ｆ入口案内板に掲示）

日本共産党船橋市議団
☎047(436)3030

要
予
約

日　刊 3,497円
日曜版 990円と　き

ところ
主催・
連絡先

　

２
０
２
４
年
11
月
15
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
日
程
で
、
第
４
回
船
橋
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
来
年
度
４
月
に
特
別
支
援
学
級
の
新
規
開
設
及
び
学
級
増
を
行
う
た
め
の

教
室
改
修
費
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
対
策
や
家
計
を
支
え
る
、
市
独
自
の
事
業
は
１
つ

も
提
案
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
３
万
円
、
同
世
帯
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き

２
万
円
の
給
付
が
決
ま
り
、
実
施
す
る
た
め
に
船
橋
市
議
会
で
も
急
遽
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会

開
催
中
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市
内
に
５
つ
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
や
、
三
山
園
が
民
間
事
業
者
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
条
例
改
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
他
に
も
、
市
長
か
ら
専
決
処
分
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
学
校
給
食
費
の
滞
納
者
に
対

し
て
、
市
が
取
り
立
て
の
た
め
の
裁
判
を
お
こ
す
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
か
ら
は
、
「
中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援
を
強
化
し
、
全
国
一
律
で
最
低
賃
金
時
給

１
５
０
０
円
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

午後１時
～４時

13月13日（木）
14月16日（水）

第４回
定例議会

　

２
０
２
５
年
１
月
、
臨
時
市

議
会
が
開
か
れ
、
物
価
高
騰
対

策
な
ど
の
補
正
予
算
が
成
立
し

ま
し
た
。
政
府
の
経
済
対
策
の

交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

　

18
歳
（
２
０
０
６
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
）
ま
で
の
児
童

一
人
当
た
り
1
万
円
を
支
給
す

る
子
ど
も
応
援
臨
時
給
付
金

や
、
住
民
税
均
等
割
り
世
帯
等

に
も
、
低
所
得
世
帯
へ
の
価
格

高
騰
支
援
給
付
金
（
非
課
税
世

帯
・
一
世
帯
３
万
円
子
ど
も
一

人
２
万
円
）
が
、
３
月
中
に
は

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
は
、
子
ど
も
応
援

臨
時
給
付
金
と
価
格
高
騰
支
援

給
付
金
あ
わ
せ
て
も
13
万
3
千

世
帯
で
、
総
世
帯
数
30
万
世
帯

の
半
数
に
も
届
か
ず
、
助
成
金

額
も
物
価
上
昇
分
に
届
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
や

運
送
事
業
者
へ
の
燃
料
費
値
上

が
り
分
が
補
助
さ
れ
ま
す
が
、

市
内
の
中
小
零
細
事
業
者
へ
の

支
援
と
し
て
は
、
ご
く
一
部
で

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
は
貧
弱
す
ぎ
ま

す
。
石
破
政
権
の
物
価
高
騰
対

策
軽
視
や
、
本
市
の
冷
た
い
市

政
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

1
月
12
日
に
習
志
野
演
習
場

で
降
下
訓
練
始
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
も
と
も
と
は
自
衛
隊
の

安
全
祈
願
を
目
的
と
し
た
年
頭

　

海
老
川
上
流
地
区
へ
の
、
船

橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
建

替
工
事
の
入
札
が
９
月
17
日
に

中
止
と
な
り
、
日
本
共
産
党
は

こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
ま
し

た
。
入
札
を
辞
退
し
た
㈱
フ
ジ

タ
に
市
が
理
由

を
聞
き
取
り
し

た
と
こ
ろ
、
同

社
の
積
算
で
は

工
事
費
が
２
割

５
分
増
し
、
工

事
期
間
も
６
か

月
ほ
ど
伸
び
て

い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
設

備
事
業
者
な
ど

に
も
聞
き
取
り

を

行

う

と
、

２
０
２
８
年
度

ま
で
手
持
ち
工

事
が
い
っ
ぱ
い

で
入
札
参
加
意

欲
が
低
い
こ
と

医
療
セ
ン
タ
ー
移
転

事
業
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る

臨
時
議
会
開
か
れ
る

貧
弱
な
物
価
高
騰
対
策

『
戦
争
の
訓
練
』
と
化
し
た降

下
訓
練
始
め

市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
な
し

医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
１
０
０
０
億
円
超
え
に
！！

行
事
で
し
た
が
、
２
０
１
７
年

に
米
軍
が
参
加
し
て
以
降
外
国

軍
の
参
加
が
増
え
、
今
年
は
米
・

英
・
豪
・
独
・
仏
・
伊
・
オ
ラ

ン
ダ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
11
か
国
も
が
参
加
し
、
そ

の
名
称
も
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ャ

ン
プ
in
イ
ン
ド
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
と
銘
打
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
今
後
こ
れ
ら
の
外

国
軍
ら
と
一
体
に
自
衛
隊
を
海

外
で
戦
か
わ
せ
る
た
め
の
訓
練

へ
と
変
容
し
て
い
る
の
で
す
。

　

報
道
に
よ
る
と
２
０
０
人
の

外
国
軍
が
参
加
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
彼
ら
の
多
く
は
習

志
野
駐
屯
地
に
1
月
7
日
～
13
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が
分
か
り
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
当
初
予
定
し

て
い
た
２
０
２
７
年
度
中
の
開

院
は
難
し
く
、
少
な
く
と
も
１

年
は
遅
れ
る
こ
と
や
、
２
割

５
分
増
し
の
工
事
費
に
な
れ

ば
、
病
院
の
移
転
事
業
総
額
は

１
０
０
０
億
円
を
超
え
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
直
し
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

市
長
は
、
「
１
０
０
０
億
円
を

超
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
今
後
に
向
け
て
対
応

を
と
り
た
い
」
と
、
こ
の
ま
ま

続
け
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
て
お
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー

だ
け
に
巨
額
の
財
政
を
支
出
す

れ
ば
、
市
民
負
担
増
や
市
民
の

福
祉
・
教
育
な
ど
住
民
福
祉
の

向
上
へ
の
重
石
に
な
る
こ
と
は

免
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
病
院
移
転
事
業
の
見

直
し
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

日
ま
で
滞
在
し
、
外
出
や
飲
酒

の
制
限
も
ほ
ぼ
な
く
、
津
田
沼

や
都
内
な
ど
に
遊
び
に
出
る
姿

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄

な
ど
と
同
様
の
米
軍
関
係
者
に

よ
る
性
犯
罪
が
こ
の
地
で
も
起

こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。
外
国
軍
と

の
共
同
訓
練
の
中
止
を
日
本
共

産
党
は
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

日本共産党船橋議員団のご新年あいさつで。右から、松崎市議、
神子市議、丸山県議、岩井市議、金沢市議、かなみつ市議。
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学
校
給
食
費
は

訴
訟
で
取
り
立
て
で
な
く
無
償
化
を

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
を

特
別
支
援
学
校
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
昇
降
機

公
設
公
営
特
養
ホ
ー
ム「
三
山
園
」
民
営
化

社
会
保
障
の
深
刻
な
後
退

　

市
議
会
に
は
、
市
が
訴
え
た

訴
訟
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

給
食
費
や
放
課
後
ル
ー
ム
育
成

料
の
滞
納
を
取
り
立
て
る
裁
判

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
督
促
状
を
送
っ
て
も
支

払
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
裁
判

だ
」
と
い
う
の
で
す
が
、
訴
え

る
相
手
が
母
子
家
庭
の
母
親
の

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
特
別
支
援
学
級
の
未

設
置
校
は
、
小
学
校
で
55
校
中

15
校
、
中
学
校
は
26
校
中
８
校

で
す
。
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た

補
正
予
算
で
は
、
２
０
２
５

年
度
に
知
的
障
害
特
別
支
援
学

級
を
３
校
、
自
閉
症
・
情
緒
障

害
特
別
支
援
学
級
を
４
校
に
設

置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
学
級
増
に
よ
っ
て

修
繕
等
が
必
要
な
５
校
の
予
算

も
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
橋
市
議
会
は
12
月
19
日
、

県
内
唯
一
の
公
設
公
営
特
養
ホ

ー
ム
「
三
山
園
」
の
民
間
委
譲

を
認
め
る
議
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

三
山
園
は
１
９
７
２
年
に
開

設
さ
れ
、
船
橋
・
習
志
野
・

八
千
代
・
鎌
ヶ
谷
の
四
市
の
事

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で

も
支
援
が
必
要
な
市
民
を
、
裁

判
に
か
け
て
脅
す
よ
う
な
取
り

立
て
の
中
止
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
「
学
校
給
食
費
を

無
償
に
す
れ
ば
、
滞
納
対
策
な

ど
せ
ず
に
済
む
の
だ
か
ら
無
償

化
せ
よ
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
議
会
に
も
給
食

費
と
保
育
園
紙
お
む
つ
処
分
代

　

今
年
の
３
月
か
ら
船
橋
市
教

育
振
興
基
本
計
画
（
後
期
基
本

計
画
）
が
始
ま
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

計
画
で
は
、
す
べ
て
の
学
校

に
特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ

る
の
は
２
０
２
９
年
の
予
定
で

す
。
実
現
が
急
が
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
海
神
南
小
学
校
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た

め
の
設
計
業
務
委
託
費
が
計
上

さ
れ
、
２
０
２
６
年
の
秋
完
成

務
組
合
が
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
違
法
な
未
払
賃
金
の
是
正

を
契
機
に
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
赤
字
に
転
じ
、
事
務
組
合
が

民
営
化
を
決
断
し
ま
し
た
。
虐

待
な
ど
の
困
難
事
例
の
引
き
受

け
や
安
価
な
利
用
料
な
ど
、
貴

重
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
施

12 月の船橋市議会　議案・日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
11
人
・
内
１
人
欠
席
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
10
人
）
、
結
＝
結
（
７
人
）
、

清
風
＝
清
風
会
（
５
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔

（
４
人
）
、
市
政
＝
市
政
会
（
議
長
を
除
く

３
人
）
、
無
所
属
（
４
人
）
は
・
三
・
か
・

佐
＝
各
議
員
の
頭
文
字　

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐

議
案

四市複合事務組合の共同処理する事務の変更及び四市複合事務
組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 可決 ×️

〇：４
×️：５
退：１

〇 〇 〇 〇 〇 ×️ 〇 〇 〇

特別職の職員の給与等に関する条例及び非常勤の特別職の職員
の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（市長
や議員のボーナス引き上げ）

可決 ×️
〇：３
×️：３
退：４

〇 〇：５
退：２ 〇 〇 〇 〇 ×️ 〇 〇

意
見
書

（
発
議
案
）

中小企業への直接支援を強化し、全国一律で最低賃金時給1500
円を実現するよう求める意見書（日本共産党提出） 否決 〇 〇：１

×️：９ ×️ ×️ ×️ ×️ ×️ ×️ 〇 ×️ ×️

主
な
陳
情
・
請
願

新医療センター用地が超軟弱地盤であると判明したため、建て替
え適地の再検討を市に要請することに関する陳情 不採択 〇 〇：３

×️：７ ×️ ×️ ×️ 〇：１
×️：３ ×️ ×️ ×️ ×️ ×️

念田川の改修をするよう求める陳情 不採択 〇 〇：３
×️：７ ×️ ×️ ×️ 〇：１

×️：３ ×️ ×️ ×️ ×️ ×️

政務活動費の情報公開推進に関する陳情書 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

の
訴
訟
の
報
告
が
３
件
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
状

況
を
把
握
し
な
い
ま
ま
訴
訟
を

起
こ
し
て
お
り
、
福
祉
的
な
支

援
が
必
要
な
世
帯
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
子
育
て
費
用
の
理

不
尽
な
取
り
立
て
は
、
保
護
者

だ
け
で
な
く
子
ど
も
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

船
橋
市
は
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
、
子
育
て
費
用
の

軽
減
こ
そ
行
う
べ
き
で
す
。

予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
小
学
校
に
設
置
さ

れ
て
も
卒
業
後
に
学
区
と
な
る

海
神
中
学
校
で
は
、
設
置
が
間

に
合
わ
な
い
、
と
い
う
状
況
で

す
。
市
内
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
小
学
校

は
８
校
、
中
学
校
で
は
４
校
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
代
わ
り
と
な
る

階
段
昇
降
機
は
市
内
に
は
２
台

し
か
な
く
、
す
べ
て
貸
し
出
し

中
で
す
。
当
面
の
対
策
と
し
て

階
段
昇
降
機
の
台
数
を
、
直
ち

に
増
や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

設
の
民
営
化
は
社
会
保
障
の
後

退
で
あ
り
、
職
員
も
公
務
員
と

し
て
の
身
分
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
移
譲
先
の
社
会
福
祉

法
人
・
千
歳
会
は
、
過
去
に
東

京
都
の
監
査
で
不
適
正
な
決
算

な
ど
、
40
項
目
も
の
問
題
点
を

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
こ
れ
ら
に
懸
念
を
表
明

し
、
民
営
化
を
認
め
る
こ
と
に

反
対
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
も
、
日
本
共
産
党
は
来
年
度
の
予
算
に
向
け
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
10
月
末
ま
で
に
１
２
９
６
通
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
要
望
を
冊
子
に
ま
と
め
、
12
月
26
日

に
市
長
へ
直
接
手
渡
し
、
要
望
事
項
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
要
望
実
現
を

目
指
し
て
力
を
つ
く
し
ま
す
。

きびしくなった
75.6%

よくなった
２%

変わらない
16.2%

無回答 6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

物価高騰対策
保険料の引き下げ

医療・介護
生活道路や歩行者の安全対策

反戦平和

69.3%69.3%
47.8%47.8%

37.4%37.4%
36.8%36.8%

32.4%32.4%

反対
60.5%

どちらでもない
16.7%

どちらでもない
16.7%

その他
4.8%

無回答 9.4% 賛成
8.7%

■
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
市
の

予
算
を
１
０
０
０
億
円
以
上

も
使
お
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て

■
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
去
年
と

比
較
し
て
き
び
し
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
か

■優先的に実施してほしい政策 （24 項目から５つ選択） の上位５項目

今
年
度
も
予
算
要
望
書
を
市
長
に
提
出


